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注意事項 

1. 「始め」の合図があるまで，この問題用紙を開いてはいけません。 

2. 問題用紙および解答用紙に印刷不鮮明などの箇所があった場合は申し出てください。 

3. 使用する問題用紙と解答用紙の指定欄に受験番号・氏名を必ず記入してください。 

4. 解答作業には必ず黒の鉛筆（HB 以上）またはシャープペンシルを使用し， 

ボールペンや色鉛筆などを使ってはいけません。 

5. 試験終了後に，解答用紙，次に問題用紙を回収します。問題用紙の余白や裏面は， 

下書きに使用してもかまいません。 

解答用紙は破ったり，汚したりしないでください。 

6. 「やめ」の合図で，すぐに筆記用具を置き，静かに待っていてください。 
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以下の文章は、外山滋比古著「新版 思考の生理学」（筑摩書房）からの抜粋である。 

読んで、設問に答えなさい。 

 

とばの教育は、はじめから、意味をおしつける。疑問をいだく、つまり、好奇心をはたら

かせる前に、教えてしまう。意味だけではない、文章を書いた作者についてもあらかじめ、

こまごましたことを教えようとする。宮沢賢治はどういう信仰をもっていたかといった

ことをいまの高校生は教えられる。それが幸福かどうかははなはだ疑わしい。親切がすぎ

て、アダになっている。 

 昔、素読をつけられたこどもたちで、孔子や孟子の伝記を知らなくてはいけないなどと

言われることはなかった。 

 いまの学校教育では、試験の答案にいい点をとると、それだけで、飛翔力ありと早合点

してしまう。これがいかに多くの混乱を招いているかしれない。 

 考える、ということで、まず、頭に浮かぶのは数学である。与えられた問題の答を出す。

これは文章を読んで、その中から知識、情報を引き出すのに比べると、いかにも自発、積

極的のように見える。 

 おおざっぱに言うと、知る活動は、学校の国語科を中心とする読む学習にかかわり、考

える活動は、数学を中心とした学習と関係するように考えられている。 

 数学は思考力をつけるというけれども、問題を与えられて、解答を出すのは、まだまだ

受動的である。問題という枠の中でこそ積極的ではあるが、問題そのものは他から与えら

れたもので、自分で考え出したのではない。学校の数学は、いつも、はじめに問題ありき、

である。自分で問題をつくり、それを解くという数学は、普通、ついに一度も経験するこ

となくして終る。 

 ギリシャ人が人類史上もっとも輝しい文化の基礎を築き得たのも、かれらにすぐれた

問題作成の力があり、“なぜ”を問うことができたからだといわれる。 

 文化が複雑になってくると、自由に飛びまわることが難しくなる。創造性がやかましく

言われ出したのは、わずかながら、これではいけないという反省が生れつつあるのを物語

っているとしてよかろう。ただ、まだ、本当の創造の方法はほとんど考えられていない。 

（外山滋比古、『新版 思考の生理学』、筑摩書房、2024 年、18-21、一部改変） 

 

 

 

問. 筆者は、学習者が受身となる教育の弊害について述べている。 

あなたが、これから大学（あるいは短期大学）に入学したら、どのような姿勢で 

学んでいきたいと考えるのか、その理由と共に 600 字以内で述べなさい。 

 

 

この部分は、著作権の関係により掲載することが出来ません。 


